
～
み
な
み
そ
う
ま
市
民
ふ
く
し
大
学

～
み
な
み
そ
う
ま
市
民
ふ
く
し
大
学

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
～

この広報誌は皆様から寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています

求人情報を掲載しています。詳しくは３ページをご覧ください。

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
形
を
学
ぶ

の
形
を
学
ぶ

　

令
和
３
年
5
月
か
ら
、
全
４
コ
ー
ス

計
11
講
座
で
開
催
し
た「
み
な
み
そ
う

ま
市
民
ふ
く
し
大
学 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」は
、
延
べ
１
５
０
人
が
受
講
し
閉
講

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
各
講
座
に
て
学
ん
だ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
知
識
や
活
動
な
ど
が
、
皆
さ

ん
の
今
後
の
可
能
性
を
広
げ
る
大
き
な

一
歩
と
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
福
祉
事
業
の
担
い
手
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

受
講
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

≪令和３年度 講座一覧≫
コース 講座名 受講者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
養
成

・ボランティア入門講座 ２２人

・シニアボランティア養成講座 ２０人

・福祉学習支援ボランティア
養成講座 ５人

・傾聴ボランティア養成講座 ２９人

障
が
い
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
養
成

・手話入門講座 ９人

・手話奉仕員養成講座（入門課程） ７人

・ パソコン要約筆記ボランティア
養成講座 ９人

・声の広報ボランティア養成講座
  （音訳講習会） １０人

権
利
擁
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
材
養
成

・権利擁護入門講座 ２１人

・市民後見人養成講座 ５人

災害・防災ボランティア人材養成
防災ボランティア養成講座 １３人

▲ 高齢者疑似体験セットを装着し、身体状態を学びました
（福祉学習支援ボランティア養成講座）

▲ 手話に興味関心のある小学生の参加もありました♪
（手話入門講座）

▲ 話の内容を要約し、その場で文字にして音声情報を視覚的に伝えます
（パソコン要約筆記ボランティア養成講座）

令和４年３月15日発行
編集・発行

No.189

〒975－0011
福島県南相馬市原町区小川町322－1
ＴＥＬ　０２４４－２４－３４１５
ＦＡＸ　０２４４－２４－１２７１
http://www.m-somashakyo.jp
shakyo@m-somashakyo.or.jp

社協HP

◎令和３年度ふくしのスローガン◎令和３年度ふくしのスローガン
　「さしのべた 手と手がつなぐ 地域の輪」　「さしのべた 手と手がつなぐ 地域の輪」



地域の交流・見守り活動を応援します！地域の交流・見守り活動を応援します！

【地域福祉ふれあい助成事業】【地域福祉ふれあい助成事業】
（社協会費・歳末たすけあい募金配分）（社協会費・歳末たすけあい募金配分）

【ふれあいサロン活動助成事業】【ふれあいサロン活動助成事業】
（南相馬市社協　福祉基金助成）（南相馬市社協　福祉基金助成）

【地域における声かけ・見守り活動助成事業】【地域における声かけ・見守り活動助成事業】
（南相馬市補助事業）（南相馬市補助事業）

地域の皆さんの交流を通して、福祉向上と健康増進を図り、社会活動の支援や、地域の皆さんの交流を通して、福祉向上と健康増進を図り、社会活動の支援や、
福祉のまちづくりに推進を図ることを目的に、助成金制度を設けています。福祉のまちづくりに推進を図ることを目的に、助成金制度を設けています。

【各種事業助成金のお知らせ】【各種事業助成金のお知らせ】
※�福祉基金・社協会費・各種募金が※�福祉基金・社協会費・各種募金が
　活用されています。　活用されています。

　地域での支え合いや助け合い活動を自主的に
できる組織づくりなどの支援として、事業経費
を助成します。

≪助成対象≫
　�市内の地域組織等が行う自主活動による、高
齢者・障がい者・児童など地域福祉を目的と
した交流事業等

≪対象事業例≫
　・住民交流事業
　　（例…�三世代交流会、高齢者ふれあい交流会�など）
　・見守り・孤立防止事業（例…友愛訪問事業�など）
　・障がい者、児童等の交流事業

≪対象組織の範囲≫
　�市内に活動拠点を置く５名以上で構成され、
本会に登録している団体

　・行政区等（隣接する行政区と合同も可）
　・地域ボランティア団体
　・ふれあいサロン
　・障がい者、児童団体（当事者組織）など

≪助成額≫
　�１事業�助成対象総経費の３分の２以内で
５０，０００円を上限とします。
※ただし、本会予算の範囲内での助成となります

≪助成対象経費≫
　直接事業（打合せ等は含まない）経費
　・食材費（アルコール類を除く）
　・消耗品費【作業用具、物品レンタル代�等】
　・通信費【切手代�等】
　・謝礼金【指導者謝礼�等】
　・会場等賃借料

≪対象外事業≫
　・公的機関等との共催事業
　・�他の機関・団体等から事業費助成等を受けて
いる事業

　・�他の団体等が企画した事業に便乗し、自ら
主催しない事業

　・�主催者(スタッフ等)の親睦のみを目的とした
事業

　・�企業、政治、宗教の勧誘目的を持つ団体や
事業

　地域住民の交流や、介護予防や子育て支援を
目的とした『ふれあいサロン』活動に対して、経
費の一部を助成します。
※�活動助成金の交付を受けようとする団体は、
本会へサロン活動の登録が必要です。

≪助成対象経費および助成額≫
　・運営費
　　参加者１人当たり２００円（月額２０，０００円を上限）

　・賃借料
　　実費の３分の２の金額（月額３，０００円を上限）

　・備品購入費
　　�サロンの立ち上げ時に、必要な備品を購入する
経費の一部（１ヵ所あたり３０，０００円を上限）

　　※消耗品は対象外となります

　地域における声かけ・見守り等の活動を行う
場合は、ぜひ助成金をご活用ください。

≪助成対象団体≫
　①ふれあいサロン　②地区福祉委員会
　③地域のボランティア団体等
　　（①～③は別途、社協への団体登録が必要です）
　④行政区

≪助成額≫
　�声かけ・見守りを行った回数につき１回５０円を
月毎の申請に基づき助成（月額３，０００円を上限）

◇問い合わせ・申込先◇　地域福祉課◇問い合わせ・申込先◇　地域福祉課
☎（０２４４）４４－５９７０（小高区）　　☎（０２４４）４６－５３５４（鹿島区）　　☎（０２４４）２４－３４１５（原町区）

ふれあいサロン事業とは？
　一定の地域内（主に行政区単位）において、誰もが気軽に集
い合って交流できる場所を設け、自主運営する活動です。
　仲間づくりを進めることにより地域力の向上が図れ、地域
における介護予防や子育て支援など、さまざまな効果が期待
されます。

ご近所さんが
心配・・
元気かな？？

（３月15日号）
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
育
て
中

の
パ
パ
マ
マ
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　

初
孫
と「
ま
た
会
お
う
ね
」

と
約
束
し
て
か
ら
は
や
一
年
、

日
々
の
成
長
を
ス
マ
ホ
の
写
真

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

(

あ
す
な
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

Ｋ)

WAのWAの○○
ま るま る

○○
ま るま る

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
３
年
度　

賛
助
会
費

令
和
３
年
度　

賛
助
会
費

（
令
和
３
年

（
令
和
３
年
1010
月
１
日
～

月
１
日
～

令
和
４
年

令
和
４
年
２
月
２
月
2828
日
）
日
）

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年

額
一
万
円
以
上
の
会
費
を
納
入

し
て
い
た
だ
い
た
企
業
、
事
業

所
等
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

㈲
但
野
電
気
工
事

㈱
常
陽
銀
行　

原
町
支
店

（
一
社
）原
町
青
年
会
議
所

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　本会では、各地域福祉事業を通して、地域の方々が住み慣れたまちで安心して生活することができる「福祉
のまちづくり」の実現を目指しております。
　地域福祉活動は皆さまよりご協力いただく、社協会費及び各種募金を基本財源として事業を展開しております。
　令和４年度も下記のとおり会費等の募集をさせていただきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

※募集内容の詳細については、行政区長・民生委員の皆さまを通じて４月以後に改めてご依頼をいたします。

ご協力よろしくお願いしますご協力よろしくお願いします
～ 令和４年度 社協会費・各種募金等の募集について ～～ 令和４年度 社協会費・各種募金等の募集について ～

種　類 １世帯 特別会員（社員） 募集開始期間
社会福祉協議会会費 ５００円 １，０００円 ５月～
日本赤十字社社費 ５００円 ２，０００円 ５月～
赤い羽根共同募金 ５００円 ９月～
歳末たすけあい募金 ３００円 ９月～

介
護
支
援
専
門
員（
嘱
託
職
員
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

【
応
募
資
格
】

•

介
護
支
援
専
門
員

•

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

【
就
業
場
所
】

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
鹿
島
区
、
原
町
区
）

介
護
職
員

　（
嘱
託
職
員
、
非
常
勤
職
員
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
８
時
～
午
後
４
時
45
分

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
シ
フ
ト
制

※
月
曜
日
～
金
曜
日
勤
務

　
（
祝
日
と
重
な
る
場
合
は
勤
務
し
、

振
替
休
日
と
な
り
ま
す
）

【
応
募
資
格
】

•

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）以
上

•

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

【
就
業
場
所
】

　

あ
す
な
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
小
高
区
）

　

ひ
ま
わ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
鹿
島
区
）

　

す
み
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
鹿
島
区
）

児
童
厚
生
員（
非
常
勤
職
員
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
６
時

【
応
募
資
格
】

•
不
問

　
（ 
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
小
中

高
教
諭
免
許
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
い
ず
れ
か
あ
れ
ば
尚
可
）

【
就
業
場
所
】

　

高
平
児
童
館

　

仲
町
児
童
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
非
常
勤
職
員
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
間

【
応
募
資
格
】

•

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）以
上

•

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

【
就
業
場
所
】

　

訪
問
介
護
事
業
所（
原
町
区
）

　

訪
問
先　

南
相
馬
市
内

職
員
大
募
集
！
～
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
～

※ 

全
職
種
と
も
に
、
非
常
勤
職
員
の
勤

務
日
数
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、

応
相
談
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

　

 

本
会
指
定
受
験
申
込
書
、
資
格
証

（
写
）、
運
転
免
許
証
（
写
）、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
紹
介
状
を
持
参
、
も
し
く
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
総
務
課

（
☎
０
２
４
４

－

24

－

３
４
１
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

（３月15日号）
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こんにちは！社協ボラセンです
　ボランティア活動をしている皆さん、活動保険に加入されていますか？
　今回は、ボランティア活動保険をご紹介します。

⃝ボランティア活動保険とは？
　ボランティア活動中の事故によるケガや、損害賠償責任を補償する、
　ボランティア個人・団体が加入できる保険です。

⃝対象となる活動は？
　①社会福祉協議会に届け出た（登録）活動であること
　②社会福祉協議会に委嘱された活動であること
　③グループの場合、会則に則り立案された活動であること

（補償一例）ボランティア活動中が基本的な補償対象になります。
　・転倒してケガをした　�・熱中症になった　�・借用していた物を壊してしまった（賠償補償）�など
　　※特定感染症（新型コロナウイルス感染症も含む）への補償も対象です。

※対象外 ⇒ 自発的な意思による活動とは考えられない場合
　（一例）・�自治会やその他の団体で、ボランティア活動以外の目的で行う活動（懇親会やレクリエーション

活動など）
　　　　・企業、団体などが営利事業の一環として行う事業など
　　　　　※上記の活動等に参加する個人ボランティアについても同様です。

⃝保険料は？【新しいプランが新設されました！】
　①基本プラン…３５０円　　②天災・地震補償プラン…５００円
　③特定感染症重点プラン…５５０円
　※�①と②のプランでは補償開始日から１０日以内に発症した特定感染症に対しては補償の対象外でし
たが、③のプランでは補償開始日から補償の対象となります。

⃝補償期間（保険期間）
　毎年４月１日から翌年３月３１日まで（１年度）
　※中途加入の場合は、加入手続き完了日の翌日から当該年度の３月３１日まで
　　保険料は、中途加入でも一律の金額となります（中途脱退による保険料の返金はなし）

⃝加入手続きは？
　最寄りの社会福祉協議会(各区福祉サービスセンター )で、保険料をご持参の上、加入手続きを行います。

⃝令和３年度に保険に加入された皆さん
　�令和４年３月３１日で補償期間が満了となります。３月下旬には、令和４年度の加入手続きが取れま
すので、早めの手続きをおすすめします！

※対象事業や補償内容など保険について、加入・活動前にご相談ください！

ボランティアに関する 相談・連絡先は？
ボランティアセンター（地域福祉課�内）

　☎（０２４４）２４－３４１５　　FAX（０２４４）２４－１２７１
Mail：vc@m-somashakyo.or.jp

～ボラセンだより～～ボラセンだより～

◦ 

障
が
い
者
へ
の
関
わ
り
や
、

そ
の
方
達
の
情
報
を
掲
載
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
60
代
）

◦ 

地
元
の
社
会
福
祉
活
動
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
興
味
深
く
拝
読

し
て
お
り
ま
す
。
紙
面
で
初

め
て
知
っ
た
活
動
も
多
く
、

あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
50
代
）

◦ 

昔
流
れ
て
い
た
Ｃ
Ｍ
に「
い
つ

か
あ
な
た
も
高
齢
者
」と
い
う

フ
レ
ー
ズ
地
域
住
民
全
て
の

人
が
共
有
で
き
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の

機
関
と
し
て
社
協
が
あ
れ
ば

と
願
っ
て
ま
す
。
御
疲
れ
様

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
60
代
）

◦ 

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
（
20
代
）

（
原
文
の
ま
ま
引
用
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１月号への
読者の声

（３月15日号）
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こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

◆
日
　
時

　

令
和
４
年
４
月
11
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～午後

３
時
30
分

◆
会
　
場

　

原
町
区
福
祉
会
館�

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）

　

23

－

４
５
１
９��

荒あ
ら

ま
で�

認
知
症
相
談
会

認
知
症
相
談
会

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

１
月
分
実
績

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　

８
件
（
総
数　

３
０
１
点
）

◆
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　

17
件
（
総
数　

３
１
８
点
）

　

活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
４
年
３
月
23
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分　

開
場

⃝

会
　
場

　

エ
ル
テ
ィ

⃝
内
　
容

　

�
近
藤
美
智
子
先
生
に
よ
る
音
楽

療
法

※
マ
ス
ク
着
用
・
飲
み
物
持
参

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課
地
域
福
祉
係

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－
８
８
８
１

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
４
年
３
月
23
日
㈬

　

令
和
４
年
４
月
27
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
４
年
３
月
16
日
㈬

　

令
和
４
年
４
月
20
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

※�

サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

ま
た
、
状
況
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

ひ
と
り
ご
と

　

２
月
の
中
旬
、
久
し
ぶ
り
に

雪
が
積
も
り
ま
し
た
。

　

外
を
見
て
、
大
人
は
が
っ
か
り

し
た
反
面
、子
ど
も
た
ち
は「
や
っ

た
ー
！
」
と
大
喜
び
。
何
し
て

遊
ぼ
う
か
な
？
と
目
を
キ
ラ
キ

ラ
さ
せ
て
外
を
眺
め
る
姿
は
と

て
も
可
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
日
は
、
そ
り
遊
び
や
雪

だ
る
ま
を
作
っ
て
思
い
っ
き
り

雪
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
寒
さ

に
負
け
ず
、
外
で
遊
ぶ
の
も
た

ま
に
は
い
い
も
の
で
す
ね
。（
Ｆ
）

≪
南
相
馬
市
子
育
て
応
援
基
金
助
成
事
業
≫

≪
南
相
馬
市
子
育
て
応
援
基
金
助
成
事
業
≫

～～  

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

ス
マ
イ（
米
）ル
お
届
け
事
業

ス
マ
イ（
米
）ル
お
届
け
事
業  

～～

利
用
者
か
ら
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
で
す

利
用
者
か
ら
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
で
す

　
※
一
部
抜
粋

　
※
一
部
抜
粋

お
米
の
寄
付
や
袋
詰
め
作
業
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ス
マ
イ（
米
）ル
お
届
け
事
業　

お
米
寄
付
報
告

ス
マ
イ（
米
）ル
お
届
け
事
業　

お
米
寄
付
報
告

１
月
実
績

１
月
実
績

　

〇
寄
付
件
数　
　
　
　
　

１
件（
合
計　
　

　

〇
寄
付
件
数　
　
　
　
　

１
件（
合
計　
　

9090
ｋ
ｇ
）

ｋ
ｇ
）

　
　
【
そ
の
他
の
寄
付　

お
菓
子
セ
ッ
ト　

１
件（

　
　
【
そ
の
他
の
寄
付　

お
菓
子
セ
ッ
ト　

１
件（
5050
セ
ッ
ト
）】

セ
ッ
ト
）】

　

〇
お
届
け
件
数　
　
　
　

　

〇
お
届
け
件
数　
　
　
　

6666
件（
合
計
３
３
０
ｋ
ｇ
）

件（
合
計
３
３
０
ｋ
ｇ
）

★
利
用
件
数
は　

延
べ
６
０
３
件　
（
２
月
末
日
現
在
）

★
利
用
件
数
は　

延
べ
６
０
３
件　
（
２
月
末
日
現
在
）

◇
問
い
合
わ
せ
先
◇

◇
問
い
合
わ
せ
先
◇

　

地
域
福
祉
課（
各
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　

地
域
福
祉
課（
各
区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

　

・
小
高
区　

☎

　

・
小
高
区　

☎((

０
２
４
４

０
２
４
４))

4444

－－

５
９
７
０

５
９
７
０

　

・
鹿
島
区　

☎

　

・
鹿
島
区　

☎((

０
２
４
４

０
２
４
４))

4646

－－

５
３
５
４

５
３
５
４

　

・
原
町
区　

☎

　

・
原
町
区　

☎((

０
２
４
４

０
２
４
４))

2424

－－

３
４
１
５

３
４
１
５

・・  

子
供
が
３
人
い
る
の
で
と
て
も

子
供
が
３
人
い
る
の
で
と
て
も

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
家
族
で

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
家
族
で

美
味
し
く
頂
い
て
い
ま
す
。

美
味
し
く
頂
い
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｙ
）

（
Ｓ
・
Ｙ
）

・・  

食
欲
旺
盛
な
時
期
な
の
で
、
と

食
欲
旺
盛
な
時
期
な
の
で
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
！

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
！

（
Ｓ
・
Ｍ
）

（
Ｓ
・
Ｍ
）

・・  

寄
付
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

寄
付
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
助
か

う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
助
か

り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｋ
）

・・  

こ
の
よ
う
な
企
画
は
凄
く
助
か

こ
の
よ
う
な
企
画
は
凄
く
助
か

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！　
　
　
　
　
（
Ｏ
・
Ｋ
）

ま
す
！　
　
　
　
　
（
Ｏ
・
Ｋ
）

・・  

毎
日
お
弁
当
に
持
た
せ
て
い
る

毎
日
お
弁
当
に
持
た
せ
て
い
る

の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
・
Ｈ
）

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
・
Ｈ
）

・・  

貴
重
な
お
米
を
あ
り
が
と
う
ご

貴
重
な
お
米
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｔ
・
Ｒ
）

ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｔ
・
Ｒ
）

・・  

子
供
た
ち
も
感
謝
の
気
持
ち
が

子
供
た
ち
も
感
謝
の
気
持
ち
が

芽
生
え
、
あ
り
が
と
う
と
言
い

芽
生
え
、
あ
り
が
と
う
と
言
い

な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
。

な
が
ら
食
べ
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｎ
）

（
Ｓ
・
Ｎ
）

・・  

子
ど
も
４
人
、
育
ち
盛
り
で
食

子
ど
も
４
人
、
育
ち
盛
り
で
食

べ
る
量
も
素
晴
ら
し
く

べ
る
量
も
素
晴
ら
し
く((

笑笑))

、、

す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｍ
）

（
Ｓ
・
Ｍ
）

スマイ（米）ルお届け事業の受付は
２月末日をもって
終了となりました。

１月も感染対策をしながら、各団地で実施しました。雪が降
る中も参加して頂き、冷えた身体を動かして温めました★

みんなのラジオ体操みんなのラジオ体操

（３月15日号）
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「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
４
年
１
月
16
日
～
令
和
４
年
２
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区

・
渡
　
部
　
雅
　
美
　
様（
大
　
富
）

故�

渡�

部�

公��
正��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
一
　
條
　
健
　
次
　
様（
大
　
富
）

故�

一�

條��　

�

守��

様�
ご
遺
志
と
し
て

・
末
　
窪
　
眞
　
雄
　
様（
大
　
富
）

故�

末�

窪��

ハ�

ナ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
道
中
内
　
好
　
信
　
様（
泉
　
沢
）

故�

道
中
内��　

�

茂��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
渡
　
辺
　
順
　
子
　
様（
西
　
町
）

故�

芦�

間��

不
次
夫��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
髙
　
橋
　
一
　
江
　
様（
浦
　
尻
）

故�

髙�

橋��

一�

夫��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
幸
　
信
　
様（
大
　
町
）

故�

佐
藤��

ヨ
シ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
制
　
野
　
　
豊
　
　
様（
大
　
井
）

故�

制�

野��

洋�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区

・
天
　
野
　
　
朗
　
　
様（
浮
　
田
）

故�

天�

野��

一�

美��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
桑
　
折
　
武
　
夫
　
様（
西
　
町
）

故�

桑
折��

ト
ミ
イ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
只
　
野
　
智
　
由
　
様（
浮
　
田
）

故�

只�

野��

孝�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
鈴
　
木
　
民
　
子
　
様（
小
　
池
）

故�

鈴�

木��

高�

志��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
相
　
良
　
　
弦
　
　
様（
北
屋
形
）

故�

相�

良�

貞��

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
大
　
友
　
弘
　
道
　
様（
西
　
町
）

故�

大�

友��

エ�

イ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区

・
山
　
田
　
一
　
陽
　
様（
押
　
釜
）

故�

山�

田��

チ
ヨ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
阿
　
部
　
俊
　
二
　
様（
青
葉
町
）

故�

阿�

部��

ヨ
シ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
原
　
田
　
和
　
子
　
様（
　
雫
　
）

故�

原�

田��

ア
キ
ノ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
坂
　
本
　
恒
　
雄
　
様（
馬
　
場
）

故�

坂�

本��

き�

よ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
石
　
崎
　
ひ
ろ
し
　
様（
大
木
戸
）

故�

佐
々
木��

ア�

ヤ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
大
　
内
　
敏
　
文
　
様（
大
　
甕
）

故�

大�

内��

ミ
ツ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
堀
　
内
　
善
　
恵
　
様（
上
北
高
平
）

故�

堀�

内��

善�

和��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
木
　
幡
　
ミ
ナ
子
　
様（
中
太
田
）

故�
木�
幡��　

�

信��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
木
　
幡
　
信
　
夫
　
様（
陣
ヶ
崎
）

故�

木�
幡��
節�
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
田
　
中
　
正
　
彦
　
様（
信
田
沢
）

故�

田�

中��

礼�
子��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
山
　
田
　
町
　
子
　
様（
上
北
高
平
）

故�

山�

田��　

�

波��

様�
ご
遺
志
と
し
て

・
遠
　
藤
　
裕
　
之
　
様（
押
　
釜
）

故�

遠�

藤��

和�

男��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
星
　
見
　
光
　
英
　
様（
上
太
田
）

故�

星�

見�

文�

哉��

様　

ご
遺
志
と
し
て

・
匿
　
　
名

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】　
　
　
　

・
居
酒
屋
は
ま
ど
お
り
　
様（東

京
都
）

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
　
名

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
　
名

南
相
馬
市
支
援
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】　
　
　
　
　

・
小
高
マ
ル
シ
ェ
　
様

野
菜
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

・
前
　
川
　
友
　
子
　
様（
寺
　
内
）

下
着
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
坂
　
本
　
訓
　
子
　
様（
北
新
田
）

紙
オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会

（
東
京
都
）

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
小
い
わ
し
の
甘
酢
漬
け

パ
ッ
ク
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
酒
　
井
　
重
　
信
　
様（
江
　
垂
）

尿
取
り
パ
ッ
ド
等
を
社
会
福
祉
の
た

め
に

・
匿
　
　
　
　
名

紙
オ
ム
ツ
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
　
　
名

尿
取
り
パ
ッ
ド
等
を
社
会
福
祉
の
た

め
に

・
匿
　
　
　
　
名

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
社
会
福
祉

の
た
め
に

・
匿
　
　
　
　
名

手
作
り
さ
を
り
織
り
コ
ー
ス
タ
ー
等

を
社
会
福
祉
の
た
め
に

みんなで楽しく！ひらめき力を鍛えよう！みんなで楽しく！ひらめき力を鍛えよう！
プレゼントクイズ～脳トレチャレンジ！～

正解者から抽選で３名にプレゼントが当たる！　赤い羽根QUOカード５００円分

【応募方法】【応募方法】
　 ①クイズの答え②お名前③住所④電話番号⑤年齢⑥　 ①クイズの答え②お名前③住所④電話番号⑤年齢⑥

本誌（本会）へのご意見ご感想をご記入の上、はがき、本誌（本会）へのご意見ご感想をご記入の上、はがき、
またはグーグルフォームからご応募ください。またはグーグルフォームからご応募ください。

　（ ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用　（ ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用
しません。いただいたご意見等は本誌において掲載しません。いただいたご意見等は本誌において掲載
させていただく場合がございます）させていただく場合がございます）

【応募締切】【応募締切】　令和４年３月３１日（木）　令和４年３月３１日（木）
　　　　　　※ 当選者の発表は商品の発送をもってか　　　　　　※ 当選者の発表は商品の発送をもってか

えさせえさせていただきます。ていただきます。

【宛　　先】【宛　　先】　〒975-0011　〒975-0011
　　　　　　南相馬市原町区小川町322-1　　　　　　南相馬市原町区小川町322-1
　　　　　　南相馬市社会福祉協議会　　　　　　南相馬市社会福祉協議会
　　　　　　「オレンジハート　プレゼントクイズ係」　　　　　　「オレンジハート　プレゼントクイズ係」

●問題
　表の中に「３月にちなんだ言葉」が６個隠れてい
ます。探してみましょう！

2月号の答え【せつぶん、まめまき、えほうまき、ちょこ】

ヒント
①女の子のまつり
②３月、別名は？
③春に吹く強い風
④学び終えること
⑤春の花
⑥お墓参り

ぎ お ひ が ん に
ら め な や よ い
く わ ま あ く す
さ そ つ ぎ よ う
そ さ り く ん を
ん ば ち い る は

使
用
済
切
手
寄
贈

使
用
済
切
手
寄
贈

　

ハ
ギ
ハ
ラ
株
式
会
社�
様（
原
町

区
北
原
）よ
り
、
使
用
済
切
手
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
使
用
済
切
手
は
、

福
祉
活
動
や
更
生
保
護
活
動
等

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

グーグルフォーム
ＱＲコード

6

ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３


